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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計算機と、前記計算機が使用するデータを格納する複数の物理記憶領域を有する記憶装
置とを備える情報処理システムであって、
　前記記憶装置が提供する前記複数の物理記憶領域のそれぞれが備える３種類以上の物理
記憶領域の処理速度を示す性能のレベル及び３種類以上のデータの復旧速度を示す可用性
のレベルを管理する物理記憶領域特性管理手段と、
　前記記憶装置が提供する前記複数の物理記憶領域と、各物理記憶領域に格納されている
データとを対応づけて管理するデータ格納先管理手段と、
　予め与えられた、前記データ格納先管理手段で管理されているデータが格納先の前記物
理記憶領域に要求する前記性能のレベル及び前記可用性のレベルを、前記データが要求す
る性能の時間的推移及び可用性の時間的推移に基づいて決定される、前記データが格納さ
れる当該物理記憶領域に当該データを移動させるタイミングと対応付けて管理する特性変
化管理手段と、
　前記タイミング毎に、前記データ格納先管理手段で管理されているデータ毎に、当該タ
イミングに当該データに要求される格納先の前記性能のレベル及び前記可用性のレベルを
前記特性変化管理手段から取得し、一方、前記データが実際に格納されている前記物理記
憶領域の前記性能のレベル及び前記可用性のレベルを前記物理記憶領域特性管理手段から
取得し、前記要求される性能のレベルと前記実際に格納されている性能のレベルを比較し
、前記要求される可用性のレベルと前記実際に格納されている可用性のレベルを比較し、
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少なくとも一方のレベルが合致しない場合は、前記データに要求される性能及び可用性を
備える前記物理記憶領域に当該データを移動するよう前記記憶装置に指示を行う移動指示
手段と、
　前記移動指示手段からの指示に従い、前記データに要求される性能及び可用性を備える
前記物理記憶領域に移動するデータ移動手段と、
　前記移動後の物理記憶領域と前記データとが対応付けられるよう前記データ格納先管理
手段において管理している情報を更新するデータ格納先更新手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　請求項１記載の情報処理システムであって、
　前記特性変化管理手段は、
　格納先の前記物理記憶領域に要求する前記性能のレベル及び前記可用性のレベルと、格
納先の当該物理記憶領域に前記データを移動させるタイミングと、を対応付けた複数のパ
ターンを備え、
　利用者から指定されたパターンに対応し、利用者から指定された日時を基準として、前
記タイミングを確定すること
　を特徴とする情報処理システム。
【請求項３】
　請求項１記載の情報処理システムであって、
　前記各物理記憶領域の前記性能のレベルを前記各物理記憶領域に格納されているデータ
をキャッシュに常駐させるキャッシュ処理が実施されているときに判断し、前記各物理記
憶領域の前記可用性のレベルを前記各物理記憶領域に格納されているデータをバックアッ
プするバックアップ処理、前記各物理記憶領域の複製を生成する複製処理のいずれかの処
理が実施されているときに判断する物理記憶領域特性判断手段
　をさらに備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項４】
　請求項３記載の情報処理システムであって、
　前記記憶領域特性判断手段は、
　前記物理記憶領域に格納されているデータの複製を生成する複製生成手段と、
　前記物理記憶領域に格納されているデータをキャッシュに常駐させるキャッシュ常駐手
段と、を備え、
　前記複製生成手段によって複製されたデータを可用性の高い物理記憶領域に格納するも
のと設定し、前記キャッシュ常駐手段によってキャッシュに常駐されるデータを性能の高
い物理記憶領域に格納するものと設定すること
　を特徴とする情報処理システム。
【請求項５】
　計算機と、前記計算機が使用するデータを格納する複数の物理記憶領域を有する記憶装
置とを備える情報処理システムにおける管理装置であって、
　前記記憶装置が提供する前記複数の物理記憶領域のそれぞれが備える３種類以上の物理
記憶領域の処理速度を示す性能のレベル及び３種類以上のデータの復旧速度を示す可用性
のレベルを管理する物理記憶領域特性管理手段と、
　前記記憶装置が提供する前記複数の物理記憶領域と、各物理記憶領域に格納されている
データとを対応づけて管理するデータ格納先管理手段と、
　前記データ格納先管理手段で管理されているデータが格納先の前記物理記憶領域に要求
する前記性能のレベル及び前記可用性のレベルを、前記データが要求する性能の時間的推
移及び可用性の時間的推移に基づいて決定される、前記データが格納される当該物理記憶
領域に当該データを移動させるタイミングと対応付けて管理する特性変化管理手段と、
　前記タイミング毎に、前記データ格納先管理手段で管理されているデータ毎に、当該デ
ータが当該タイミングに当該データに要求される格納先の前記性能のレベル及び前記可用
性のレベルを前記特性変化管理手段から取得し、一方、前記データが実際に格納されてい
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る前記物理記憶領域の前記性能のレベル及び前記可用性のレベルを前記物理記憶領域特性
管理手段から取得し、前記要求される性能のレベルと前記実際に格納されている性能のレ
ベルを比較し、前記要求される可用性のレベルと前記実際に格納されている可用性のレベ
ルを比較し、少なくとも一方のレベルが合致しない場合は、前記データに要求される性能
及び可用性を備える前記物理記憶領域に当該データを移動するよう前記記憶装置に指示を
行う移動指示手段と、
　前記移動後の物理記憶領域と前記データとが対応付けられるよう前記データ格納先管理
手段において管理している情報を更新するデータ格納先更新手段と
　を備えることを特徴とする管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計算機と、計算機が使用するデータを格納する記憶装置とを有する情報処理
システムにおいて、複数の記憶装置間で、時間経過に伴うデータの特性の変化に従って、
データを再配置する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理システムの二次記憶システムの１つに、複数のディスク装置をアレイ状に配置
し、アクセスを分散させて並列に動作させるとともに格納するデータに冗長性を持たせ、
高速化と高信頼性とを実現するディスクアレイシステムがある。
【０００３】
　冗長性を付加したディスクアレイシステムは、その冗長構成に応じて、ＲＡＩＤレベル
１からレベル５の種別が与えられ（例えば、非特許文献１参照。）、ディスクアレイシス
テムに接続するホストコンピュータから送信されたデータは、各ＲＡＩＤレベルに応じて
、複数のディスク装置に配置される。
【０００４】
　ディスクアレイシステムでは、ホストコンピュータに、複数のディスク装置に分散して
格納されていることを意識させないように、ホストコンピュータがアクセスする場合に認
識する論理記憶領域と、ディスク装置内の実際の記憶領域を示す物理記憶領域との対応付
け（アドレス変換）を行っている。
【０００５】
　ところで、このようなディスクアレイシステムを構築する場合、最適なコストパフォー
マンスを実現するために、異なる記憶容量や異なる性能を有するディスク装置を混在させ
ることがある。このような場合は、ホストコンピュータから送信されて論理記憶領域内に
仮想的に配置されているデータを、そのアクセス頻度やアクセスパターンなどの指標に基
づいて、最適なディスク装置が提供する物理記憶領域に格納することが望ましい。
【０００６】
　異なる性能を有するディスク装置が混在するシステムにおいて、データを最適なディス
ク装置が提供する物理記憶領域に割り当てる方法として、例えば、データのアクセス頻度
を監視し、それに基づいて最適な物理領域にデータを移動させる技術がある（例えば、特
許文献１参照。）。
【０００７】
　特許文献１に開示されている技術では、予め閾値を設定し、データのアクセス頻度を監
視し、アクセス頻度が閾値を越えた場合、当該データを、より高速なディスク装置が提供
する物理記憶領域に移動させる。また、論理記憶領域自体を再配置することも可能であり
、ディスクアレイシステムが、ホストコンピュータからの各論理記憶領域に対するアクセ
ス負荷状況を監視し、負荷の監視結果に応じて再配置後にデータが最適な配置となるよう
に、再配置の内容を決定する。そして、論理記憶領域の再配置を行った際、論理記憶領域
と物理記憶領域との対応付けを、再配置後の物理記憶領域に変更する。
【０００８】
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　また、ホストコンピュータからのリード／ライトに対するディスク装置の使用状況を収
集し、収集結果から、ディスクアクセスを予測し、データを配置するために最適なディス
ク装置を決定し、再配置を行う技術がある（例えば、特許文献２参照。）。
【０００９】
　さらに、ストレージ業界団体であるＳＮＩＡ(Storage Networking Industry Associati
on)において策定中のＳＭＩ－Ｓ（Storage Management Initiative Specification）に関
する文書中には、ディスクアレイシステムからなるストレージシステムにおいて、予め与
えられたデータのアクセス特性を表す「ヒント」に従って、ディスク装置が提供する物理
記憶領域に論理記憶領域を割り当てる技術に関する記載がある（例えば、非特許文献２参
照。）。ＳＭＩ－Ｓに準拠したストレージシステムは、「ヒント」に基づいた物理記憶領
域を選択し、論理記憶領域を割り当てる機能を実装する。
【００１０】
【非特許文献１】D.Patterson, G.gibson and R.H.Kartz, “A Case for Redundant Arra
ys of Inexpensive Disks (RAID)” (ACM SIGMOD, June 1988, pp.109-116)
【００１１】
【特許文献１】特開平９－２７４５４４号公報
【特許文献２】特開２００２－８２７７５号公報
【非特許文献２】“SMI-S Specification Public Review Draft”157頁(SNIA, 2003)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このように、諸々の事情に応じて、データを移動することにより、ストレージシステム
内において、データの最適な配置を実現する手法が提供されている。
【００１３】
　しかし、上記特許文献１に開示された技術では、上述のように、論理記憶領域を監視し
、負荷が閾値を超えたタイミングでデータの再配置が開始される。データの再配置には時
間を要するため、急激にディスクアクセスが増加するような場合は、データ再配置が間に
合わず、再配置の効果を上げることができない。また、データの再配置には、多量のディ
スクアクセスが発生するため、再配置実行時は、データ再配置のためのディスクアクセス
と通常のディスクアクセスとが重なり、全体の性能が低下する。
【００１４】
　上記特許文献２に開示された技術では、過去のディスクアクセス特性に基づいて将来の
ディスクアクセス特性を予測し、予測に従って前もって再配置を行っている。しかしなが
ら、過去の履歴に基づいた予測で対応できるのは、同じ変化の特性が一定の時間間隔で連
続的に発生する場合に限られる。ディスクアクセスは、例えば、変化の特性は同じであっ
たとしても、時間的に不規則に発生するものも多く、過去のディスクアクセス特性から再
配置に最適な時期を予測できるものばかりではない。このため、上記特許文献２に開示さ
れた技術では、必ずしも望みどおりに最適にデータが再配置されるとは限らない。
【００１５】
　一方、ＳＭＩ－Ｓで定義されている「ヒント」は、論理ボリュームを新規に作成する場
合に与えるものである。そのため、ＳＭＩ－Ｓでは、既存の論理記憶領域の将来の使われ
方を指示するものであり、論理記憶領域を再配置する時期や再配置先を判断する処理につ
いては考慮されていない。
【００１６】
　本発明は上記事情を考慮してなされたものであり、異なる特性を有する複数の記憶装置
を備えるストレージサブシステム内で、データを格納する物理記憶領域に要求される性能
などの時間的推移に従って、最適な物理記憶領域を提供する記憶装置に、最適な時期にデ
ータを配置する技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
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　上記の目的を達成するため、本発明は、計算機が使用するデータを格納する複数の物理
記憶領域を有する記憶装置を管理するための、記憶装置管理装置を設けた。前記記憶装置
管理装置は、前記記憶装置が提供する前記複数の物理記憶領域のそれぞれが備える記憶特
性のレベルを管理する物理記憶領域特性管理手段と、前記計算機が直接アクセスする論理
記憶領域に格納されているデータを対応づけて管理するデータ格納先管理手段と、予め与
えられた、前記データ格納先管理手段で管理されているデータが格納先の前記物理記憶領
域に要求する記憶特性のレベルの時間的変化を、管理する特性変化管理手段と、所定の時
間毎に、前記データ格納先管理手段で管理されているデータ毎に、当該データが当該時間
に要求する格納先の記憶特性のレベルを前記特性変化管理手段から取得し、一方、前記デ
ータが実際に格納されている前記物理記憶領域の記憶特性のレベルを、当該データが前記
データ格納先管理手段において対応付けられている前記論理記憶領域の情報と、前記記憶
装置で管理されている論理記憶領域と物理記憶領域との対応付けの情報とに従って、前記
物理記憶領域特性管理手段から取得し、両レベルを比較し、合致しない場合は、前記格納
すべき特性を備える前記物理記憶領域に当該データが格納されている論理記憶領域を移動
するよう前記記憶装置に指示を行う移動指示手段と、を備える。
【発明の効果】
【００１８】
　計算機と、計算機が使用するデータを格納する、異なる特性を有する複数の記憶装置を
備える情報処理システムにおいて、物理記憶領域に要求される性能などの時間的推移に従
って、最適な物理記憶領域を提供する記憶装置に、最適な時期にデータを配置することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　（実施例１）
　以下に、本発明の第一の実施形態について説明する。
【００２０】
　本実施形態の詳細な構成等を説明する前に、本実施形態の処理の概略を、図１および図
２用いて説明する。なお、本実施形態においては、ホストコンピュータ（アプリケーショ
ンサーバ）が認識するアクセス先を論理ボリュームと呼ぶ。
【００２１】
　図１は、特定の論理ボリュームと、その論理ボリュームに配置されているデータのデー
タ属性と、そのデータ属性を有するデータが、格納先の物理記憶領域に要求する特性の時
間的推移を説明するための図である。
【００２２】
　データ属性7010は、当該論理ボリュームに格納されているデータが物理記憶領域に要求
する特性の時間的変化の態様に付与される名称である。特定の変化の状況を示す代表的な
データの種類名が付与される。例えば、監査データやメールログデータなどである。なお
、本実施形態では、データが物理記憶領域に要求する特性として、アクセス速度を示す性
能と、復旧の速さを示す可用性とを考慮する。
【００２３】
　性能推移特性グラフ7020は、データ属性7010に対応する、当該データが物理記憶領域に
要求する性能の時間的推移を表すグラフである。縦軸は必要性能であり、横軸は時間であ
る。
【００２４】
　可用性推移特性グラフ7030は、データ属性7010に対応する、当該データが物理記憶領域
に要求する可用性の時間的推移を表すグラフである。縦軸は必要性能であり、横軸は時間
である。
【００２５】
　論理ボリュームID7040は、当該データ属性7010を有するデータが格納される論理ボリュ
ームの識別子である。
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【００２６】
　図2は、図1に示すデータ属性を有するデータが格納されている論理ボリュームが、予め
与えられている、当該データが要求する物理記憶領域の性能および可用性の時間的推移に
従って、ストレージ装置の物理記憶領域を移動する様子を説明するための図である。
【００２７】
　論理ボリュームID7040で特定される論理ボリューム7000を、最初は性能と可用性が共に
低い物理記憶領域1163に割り当てる。その後、可用性推移特性グラフ7030に示した、時間
の経過に伴う必要可用性の増加に対応させるために、論理ボリューム7000を、性能は低く
可用性は中程度の物理記憶領域1162に移動する(移動ステップ7051)。
【００２８】
　次に、可用性推移特性グラフ7030に従って、更なる必要可用性の増加に対応させるため
に、論理ボリューム7000を、性能は低く可用性は高い物理記憶領域1161に移動する(移動
ステップ7052)。
【００２９】
　次に、性能推移特性グラフ7020に従って、必要性能の急激な増加に対応させるために、
論理ボリューム7000を、性能と可用性が共に高い物理記憶領域1061に移動する(移動ステ
ップ7053)。
【００３０】
　次に、性能推移特性グラフ7020に従って、必要性能の急激な減少と、可用性推移特性グ
ラフ7030にある必要可用性の急激な減少に対応させるために、論理ボリューム7000を、性
能と可用性が共に低い物理記憶領域1163に移動する(移動ステップ7054)。
【００３１】
　以下、このような論理ボリューム移動を実現するために必要となる構成、処理の手順に
ついて、詳細に述べる。
【００３２】
　＜システム構成＞
  図3は、本実施形態における、情報処理システムのブロック図である。
【００３３】
　本図に示すように、本実施形態の情報処理システムは、ハイエンドストレージ装置1000
、ミッドレンジストレージ装置1100、ディスクアレイ型バックアップ装置2000、テープラ
イブラリ2100、スイッチ3000、アプリケーションサーバ4000、管理サーバ5000とを備える
ストレージシステムである。
【００３４】
　ハイエンドストレージ装置1000は、アプリケーションサーバ4000が使用するデータを格
納する記憶装置である。ハイエンドストレージ装置1000は、ストレージI/F1010を介して
スイッチ3000に接続している。また、ハイエンドストレージ装置1000は、外部接続I/F103
0、ストレージI/F1110を介してミッドレンジストレージ装置1100に接続している。
【００３５】
　ミッドレンジストレージ装置1100は、アプリケーションサーバ4000が使用するデータを
格納する記憶装置である。ミッドレンジストレージ装置1100は、ストレージI/F1110、外
部接続I/F1030を介して、ハイエンドストレージ装置1000に接続している。アプリケーシ
ョンサーバ4000がミッドレンジストレージ装置1100に格納されているデータを使用する際
には、ハイエンドストレージ装置1000を介してアクセスする。
【００３６】
　ハイエンドストレージ装置1000は、ミッドレンジストレージ装置1100の記憶領域を、ハ
イエンドストレージ装置1000の中にある記憶領域と同様に取り扱うことができる。そのた
め、アプリケーションサーバ4000は、ミッドレンジストレージ装置1100の記憶領域を、ハ
イエンドストレージ装置1000の記憶領域を取り扱うのと同様に取り扱うことができる。な
お、本実施形態では、後述の性能に関して、ハイエンドストレージ装置1000は、ミッドエ
ンドストレージ装置1000に比べ、高いものとする。
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【００３７】
　ディスクアレイ型バックアップ装置2000は、ハイエンドストレージ装置1000およびミッ
ドレンジストレージ装置1100に格納されているデータをバックアップするための装置であ
る。ディスクアレイ型バックアップ装置2000は、ストレージI/F2010、スイッチ3000、ス
トレージI/F1010を介してハイエンドストレージ装置1000に接続している。
【００３８】
　テープライブラリ2100は、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジストレー
ジ装置1100に格納されているデータをバックアップするための装置である。テープライブ
ラリ2100は、ストレージI/F2110、スイッチ3000、ストレージI/F1010を介してハイエンド
ストレージ装置1000に接続している。
【００３９】
　アプリケーションサーバ4000は、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジス
トレージ装置1100に配置されているデータを用いて、アプリケーションプログラムを実行
する計算機である。アプリケーションサーバ4000は、ストレージI/F4010、スイッチ3000
、ストレージI/F1010を介してハイエンドストレージ装置1000に接続している。
【００４０】
　管理サーバ5000は、ハイエンドストレージ装置1000、ミッドレンジストレージ装置1100
、アプリケーションサーバ4000を管理するための計算機である。管理サーバ5000は、管理
I/F5020、管理I/F1020を介して、ハイエンドストレージ装置1000に接続している。また、
管理サーバ5000は、管理I/F5020、管理I/F1120を介して、ミッドレンジストレージ装置11
00に接続している。また、管理サーバ5000は、管理I/F5020、管理I/F4020を介して、アプ
リケーションサーバ4000に接続している。また、管理サーバ5000はストレージI/F5010、
スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイエンドストレージ装置1000に接続して
いる。
【００４１】
　次に、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジストレージ装置1100について
説明する。
【００４２】
　図4は、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジストレージ装置1100の構成
図である。
【００４３】
　ハイエンドストレージ装置1000は、ストレージ装置内部の各種処理を制御するストレー
ジ装置制御部1040と、データを格納するディスク部1080とを備える。
【００４４】
　ストレージ装置制御部1040は、CPU1041、キャッシュ1043、メモリ1045、ディスクアダ
プタ1050、ストレージI/F1010、管理I/F1020、外部接続I/F1030とを備える。これらのス
トレージ装置制御部1040を構成する各モジュール同士は接続されており、互いに通信可能
である。
【００４５】
　また、メモリ1045には、Ｉ/Ｏ制御プログラム1042と、ボリューム移動プログラム1044
と、論理/物理マッピングテーブル1046と、外部記憶領域フラグテーブル1047と、外部論
理ボリュームテーブル1048とが格納される。
【００４６】
　CPU1041は、各テーブルに格納されたデータを用い、各プログラムを実行することによ
り、ハイエンドストレージ装置1000の各種機能を実現する。
【００４７】
　また、ストレージ装置制御部1040は、ディスクアダプタ1050を介して、ディスク部1080
のパリティグループ1060およびパリティグループ1070に接続している。パリティグループ
1060は、物理記憶領域1061、物理記憶領域1062、物理記憶領域1063を備える。また、パリ
ティグループ1070は、物理記憶領域1071、物理記憶領域1072、物理記憶領域1073を備える
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。
【００４８】
　ミッドレンジストレージ装置1100は、ストレージ装置内部の各種処理を制御するストレ
ージ装置制御部1140とデータを格納するディスク部1170とを備える。
【００４９】
　ストレージ装置制御部1140は、CPU1141、キャッシュ1143、メモリ1145、ディスクアダ
プタ1150、ストレージI/F1110、管理I/F1120を備える。これらのストレージ装置制御部11
40を構成する各モジュール同士は接続されており、互いに通信可能である。
【００５０】
　また、メモリ1145には、I/O制御プログラム1142と論理/物理マッピングテーブル1146と
ボリューム移動プログラム1142とが格納される。
【００５１】
　CPU1141は、メモリ1145に格納された上記テーブルのデータを用い、上記各プログラム
を実行することにより、ミッドエンドストレージ装置の各種機能を実現する。
【００５２】
　また、ストレージ装置制御部1140は、ディスクアダプタ1150を介して、ディスク部1170
のパリティグループ1160に接続している。パリティグループ1160の中には、物理記憶領域
1161、物理記憶領域1162、物理記憶領域1163が存在する。
【００５３】
　次に、メモリ1045が保持する前述の各テーブルと、メモリ1145が保持するテーブルにつ
いて、以下に説明する。
【００５４】
　論理/物理マッピングテーブル1046は、アプリケーションサーバ4000が記憶領域として
使用するハイエンドストレージ装置1000の論理ボリュームと、ハイエンドストレージ装置
1000内部の物理記憶領域とを対応付ける情報を保持する。
【００５５】
　図5(Ａ)は、論理/物理マッピングテーブル1046の構成図である。
【００５６】
　論理/物理マッピングテーブル1046において、論理ボリュームID10461は、ハイエンドス
トレージ装置1000がアプリケーションサーバ4000に提供する論理ボリュームの識別子であ
る。パリティグループID10462は、論理ボリュームID10461で特定される論理ボリュームが
存在する、パリティグループの識別子である。物理記憶領域ID10463は、論理ボリュームI
D10461で特定される論理ボリュームが存在する、物理記憶領域の識別子である。物理記憶
領域内アドレス10464は、論理ボリュームID10461で特定される論理ボリュームが存在する
、物理記憶領域内の位置を表す情報である。
【００５７】
　外部記憶領域フラグテーブル1047は、ハイエンドストレージ装置1000がアプリケーショ
ンサーバ4000に対して提供する各論理ボリュームの物理記憶領域それぞれが、存在する場
所を示す情報を保持する。本実施形態では、本テーブルには、ハイエンドストレージ装置
1000内に存在するか、もしくは外部接続I/F1030を介して接続されている他のストレージ
装置内に存在するかを示す情報が格納される。
【００５８】
　図5(Ｂ)は、外部記憶領域フラグテーブル1047の構成図である。
【００５９】
　本図に示すように、論理ボリュームID10471は、ハイエンドストレージ装置1000がアプ
リケーションサーバ4000に提供する記憶領域の識別子である。外部記憶領域フラグ10472
は、論理ボリュームID10471で特定される論理ボリュームが、ハイエンドストレージ装置1
000内の物理記憶領域に存在するか否かを表す情報である。本実施形態では、論理ボリュ
ームID10471に対応する外部記憶領域フラグ10472の値が0の場合、その論理ボリュームID1
0471で特定される論理ボリュームは、ハイエンドストレージ装置1000内の物理記憶領域に
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存在することを表す。また、論理ボリュームID10471に対応する外部記憶領域フラグ10472
の値が1の場合、その論理ボリュームID10471で特定される論理ボリュームは、外部接続I/
F1030を介して接続される別のストレージ装置内の物理記憶領域に存在することを表す。
【００６０】
　外部論理ボリュームテーブル1048は、ハイエンドストレージ装置1000がアプリケーショ
ンサーバ4000に対して提供する論理ボリュームのうち、外部接続I/F1030を介して接続さ
れている他のストレージ装置内の物理記憶領域内に存在する論理ボリュームの存在場所を
示す情報を保持する。本実施形態では、本テーブルには、ハイエンドストレージ装置1000
における論理ボリュームと、物理記憶領域が存在する他のストレージ装置における論理ボ
リュームとを対応付ける情報が格納される。
【００６１】
　図5(Ｃ)は、外部論理ボリュームテーブル1048の構成図である。
【００６２】
　論理ボリュームID10481は、ハイエンドストレージ装置1000がアプリケーションサーバ4
000に提供する記憶領域の識別子である。ストレージ装置ID10482は、論理ボリュームID10
481で特定される論理ボリュームの物理記憶領域が存在する、外部接続I/F1030を介して接
続されるストレージ装置を表す識別子である。外部論理ボリュームID10483は、論理ボリ
ュームID10481で特定される論理ボリュームに対応する、外部接続ストレージ装置内の論
理ボリュームの識別子である。
【００６３】
　論理/物理マッピングテーブル1146は、ハイエンドストレージ装置1000に対して外部接
続記憶領域として提供するミッドレンジストレージ装置1100の論理ボリュームと、ミッド
レンジストレージ装置1100内部の物理記憶領域を対応付ける情報を保持する。
【００６４】
　図5(Ｄ)は、論理/物理マッピングテーブル1146の構成図である。
【００６５】
　論理ボリュームID11461は、ミッドレンジストレージ装置1100がハイエンドストレージ
装置1000に対して提供する論理ボリュームの識別子である。パリティグループID11462は
、論理ボリュームID11461で特定される論理ボリュームが存在する、パリティグループの
識別子である。物理記憶領域ID11463は、論理ボリュームID11461で特定される論理ボリュ
ームが存在する、物理記憶領域の識別子である。物理記憶領域内アドレス11464は、論理
ボリュームID11461で特定される論理ボリュームが存在する、物理記憶領域内の位置を表
す情報である。
【００６６】
　ボリューム移動プログラム1044は、管理サーバ4000からの指示に従い論理ボリュームを
割り当てる物理記憶領域を変更する。すなわち、当初割り当てた物理記憶領域から、論理
ボリュームに割り当てられているアドレスのデータを変更後の割当先の記憶領域のアドレ
スにコピーするとともに、関連する上記各テーブル1046、1047、1048を書き換える。
【００６７】
　ボリューム移動プログラム1144は、ハイエンドストレージ装置1000からの指示に従い論
理／物理マッピングテーブル1146を書き換える。
【００６８】
　I/O制御プログラム1042、1142は、ストレージI/F1010、1110を介して入力されるハイエ
ンドストレージ装置1000またはミッドエンドストレージ装置1100内データの取得要求を処
理し、データが格納されるハードディスクドライブからデータを取得し、ストレージI/F1
010、1110からデータを送出する。
【００６９】
　次に、アプリケーションサーバ4000について説明する。図6は、アプリケーションサー
バ4000の構成図である。
【００７０】
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　アプリケーションサーバ4000は、ストレージI/F4010、管理I/F4020、CPU4030、メモリ4
040、ディスプレイ装置4070、入力手段4080を備える。アプリケーションサーバ4000を構
成する各モジュール同士は接続され、相互に通信が可能である。
【００７１】
　メモリ4040内には、アプリケーションプログラム40401、ストレージ装置管理クライア
ントプログラム40402が格納され、CPU4030がメモリ4040内の各プログラムをロードし、ア
プリケーションサーバ4000の各機能を実現する。
【００７２】
　ストレージ装置管理クライアントプログラム40402は、クライアントから入力手段4080
を介して受け付けた論理ボリュームの割当要求および論理ボリュームへのアクセス要求な
どを管理サーバに送信する。
【００７３】
　＜ストレージアクセスの形態＞
  ここで、ハイエンドストレージ装置1000およびハイエンドストレージ装置1000を介して
ミッドエンドストレージ装置1100へのアプリケーションサーバ4000からのアクセスの形態
について説明する。
【００７４】
　＜ハイエンドストレージ装置へのアクセス＞
  アプリケーションプログラム40401を実行中に、ハイエンドストレージ装置1000の論理
ボリュームID「Volume1」の記憶領域にアクセスする命令があると、CPU4030は、ストレー
ジ装置管理クライアントプログラム40402に従い、ストレージI/F4010を介して、論理ボリ
ュームID「Volume1」へのアクセスを実行する。
【００７５】
　ハイエンドストレージ装置1000の論理ボリュームID「Volume1」へのアクセス命令は、
スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイエンドストレージ装置1000内のストレ
ージ装置制御部1040へ送信される。
【００７６】
　CPU1041は、アプリケーションサーバ4000から「Volume1」へのアクセス命令を受信する
と、I/O制御プログラム1042に従って処理を行う。
【００７７】
　まず、CPU1041は、外部記憶領域フラグテーブル1047を参照し、アクセス先として指定
された論理ボリュームの所在場所を判別する。図５（Ｂ）に示された例の場合は、CPU104
1は、論理ボリュームID10471にある「Volume1」に対応する外部記憶領域フラグ10472が、
「0」であることを確認し、論理ボリュームID「Volume1」で特定される論理ボリュームが
、ハイエンドストレージ装置1000内の物理記憶領域に存在すると判断する。
【００７８】
　次にCPU1041は、論理/物理マッピングテーブル1046を参照し、指定された論理ボリュー
ムのパリティグループID、物理記憶領域ID、および、物理記憶領域のアドレスを取得する
。図５（Ａ）に示された例では、CPU1041は、論理ボリュームID10461にある「Volume1」
に対応するパリティグループID10462である「1060」、物理記憶領域ID10463である「1061
」、物理記憶領域内アドレス10464である「0～1023」を、それぞれ取得する。
【００７９】
　そしてCPU1041は、ディスクアダプタ1050を介して、パリティグループ1060内の物理記
憶領域1061において、アドレス0～1023の範囲にアクセスする。
【００８０】
　最後にCPU1041は、アクセス結果の値をストレージI/F1010を介してアプリケーションサ
ーバ4000に向けて送出する。送出されたアクセス結果の値は、スイッチ3000、ストレージ
I/F4010を介して、アプリケーションサーバ4000に到達する。
【００８１】
　アプリケーションサーバ4000にアクセス結果の値が到達すると、CPU4030は、アプリケ
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ーションプログラム40401における次のステップを実行する。
【００８２】
　＜外部接続ストレージ（ミッドエンドストレージ装置1100）へのアクセス＞
  アプリケーションプログラム40401を実行中に、ハイエンドストレージ装置1000の論理
ボリュームID「Volume3」の記憶領域にアクセスする命令があると、CPU4030はストレージ
I/F4010を介して、論理ボリュームID「Volume3」に対するアクセスを実行する。
【００８３】
　ハイエンドストレージ装置1000の論理ボリュームID「Volume3」へのアクセス命令は、
スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイエンドストレージ装置1000内のストレ
ージ装置制御部1040へ送信される。
【００８４】
　CPU1041は、アプリケーションサーバ4000から「Volume3」へのアクセス命令を受信する
と、I/O制御プログラム1042に従って処理を行う。
【００８５】
　まず、CPU1041は、外部記憶領域フラグテーブル1047を参照し、アクセス先として指定
された論理ボリュームの所在場所を判別する。図５（Ｂ）に示された例の場合は、CPU104
1は、論理ボリュームID10471にある「Volume3」に対応する外部記憶領域フラグ10472が、
「1」であることを確認し、論理ボリュームID「Volume3」で特定される論理ボリュームが
、外部接続I/F1030を介して接続されている別のストレージ装置内の物理記憶領域に存在
すると判断する。
【００８６】
　次に、CPU1041は、外部論理ボリュームテーブル1048を参照し、当該論理ボリュームが
属するストレージ装置の情報およびそのストレージ装置内での論理ボリュームの情報を取
得する。すなわち、図５（Ｃ）に示された例では、CPU1041は、外部論理ボリュームID104
81にある「Volume3」に対応するストレージ装置IDとして「1100」、外部論理ボリュームI
Dとして「Volume1」という情報を取得する。
【００８７】
　そして、CPU1041は、外部接続I/F1030を介して、ストレージ装置IDが1100であるミッド
レンジストレージ装置1100の論理ボリュームID「Volume1」に対するアクセスを実行する
。
【００８８】
　ミッドレンジストレージ装置1100の論理ボリュームID「Volume1」に対するアクセス命
令は、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジストレージ装置1100内のストレージ装
置制御部1140へ送信される。
【００８９】
　ハイエンドストレージ装置1000から「Volume3」へのアクセス命令を受信すると、CPU11
41は、ストレージ装置制御プログラム1149に従って処理を行う。
【００９０】
　CPU1141は、論理/物理マッピングテーブル1146を参照し、指定された論理ボリュームの
パリティグループID、物理記憶領域ID、および、物理記憶領域のアドレスを取得する。図
５（Ｄ）に示された例では、CPU1141は、論理ボリュームID11461にある「Volume1」に対
応するパリティグループID11462である「1160」、物理記憶領域ID11463である「1161」、
物理記憶領域内アドレス11464である「0～1023」を、取得する。そしてCPU1141は、ディ
スクアダプタ1150を介して、パリティグループ1160内の物理記憶領域1161において、アド
レス0～1023の範囲にアクセスする。
【００９１】
　最後にCPU1141は、アクセス結果の値をストレージI/F1110を介してハイエンドストレー
ジ装置1000に向けて送出する。送出されたアクセス結果の値は、外部接続I/F1030を介し
て、ハイエンドストレージ装置1000内のストレージ装置制御部1040に到達する。
【００９２】
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　ストレージ制御部1040にアクセス結果の値が到達すると、CPU1041は、アクセス結果の
値を、ストレージI/F1010を介してアプリケーションサーバ4000に向けて送出する。送出
されたアクセス結果の値は、スイッチ3000、ストレージI/F4010を介して、アプリケーシ
ョンサーバ4000に到達する。
【００９３】
　アプリケーションサーバ4000にアクセス結果の値が到達すると、CPU4030は、アプリケ
ーションプログラム40401における次のステップを実行する。
【００９４】
　以上、アプリケーションサーバからのハイエンドストレージ装置1000等へのアクセスに
ついて説明した。
【００９５】
　次に、管理サーバ5000について説明する。図7は、管理サーバ5000の構成図である。
【００９６】
　管理サーバ5000は、ストレージI/F5010、管理I/F5020、CPU5030、メモリ5040を備える
。管理サーバ5000を構成する各モジュール同士は接続され、互いに通信が可能である。
【００９７】
　また、前記メモリ5040には、ストレージ装置管理サーバプログラム5041、キャッシュ制
御プログラム5042、キャッシュ制御テーブル5043、複製制御プログラム5044、複製テーブ
ル5045、データバックアッププログラム5046、データバックアップテーブル5047、物理記
憶領域テーブル5048、性能推移特性テーブル5049、可用性推移特性テーブル5050、ボリュ
ーム移動情報テーブル（性能）5051、性能推移グラフテーブル5052、可用性推移グラフテ
ーブル5053、データ属性/推移特性テーブル5054、論理ボリューム/データ属性テーブル50
55、ボリューム移動情報テーブル（可用性）5056が格納されている。
【００９８】
　管理サーバ5000においては、CPU5030が、メモリ5040に格納された上記各プログラムを
ロードして、各テーブルのデータを用いて実行することにより、それぞれの管理サーバ50
00の各機能を実現している。
【００９９】
　本実施形態では、ハイエンドストレージ装置1000とミッドエンドストレージ装置1100と
が備える各物理記憶領域は、それぞれ、性能および可用性を示す指標が設定される。これ
らの指標の設定は、その物理記憶領域が、ハイエンドストレージ装置1000内か、ミッドエ
ンドストレージ装置1100内か、といった所在だけでなく、それぞれの物理記憶領域にバッ
クアップ、複製、キャッシュ常駐などの性能や可用性を高めるための処理がなされている
か否かで決定される。
【０１００】
　ここで、バックアップ処理とは、ハイエンドストレージ装置1000またはミッドエンドス
トレージ装置1100に格納されているデータを、所定の時間間隔で、これらのストレージ装
置以外の他の装置に複製する処理であり、複製処理とは、ハイエンドストレージ装置1000
またはミッドエンドストレージ装置1100に格納されているデータを、同一ストレージ装置
内に複製する処理のことである。
【０１０１】
　以下に、管理サーバ5000が備えるプログラムおよびテーブルを用い、各物理記憶領域の
性能および可用性に基づく特性の設定方法について説明する。なお、本実施形態において
は、性能、可用性それぞれについて、「高」、「中」、「低」の３種類備える場合を例に
あげて説明するが、指標の種類はこれに限られない。
【０１０２】
　＜バックアップ管理＞
  まず、管理サーバ5000において、データバックアッププログラム5046とデータバックア
ップテーブル5047とにより実現される、バックアップ処理について説明する。本実施形態
におけるバックアップ処理とは、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドエンドスト
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レージ装置1100に格納されているデータを、所定の時間間隔で、本ストレージシステム内
の他の装置、例えば、ディスクアレイ型バックアップ装置2000、テープライブラリ2100に
バックアップすることである。本処理により、それぞれのストレージ装置内に格納されて
いるデータの安全性を高めることができ、ストレージ装置内のデータ保持領域に破損など
の不具合があった場合の復旧処理を容易にする。
【０１０３】
　まず、バックアップ処理に用いられるデータが格納されているデータバックアップテー
ブル5047について説明する。データバックアップテーブル5047は、予め管理者などから入
力され、保持される。

【０１０４】
　図8は、データバックアップテーブル5047の構成図である。ストレージ装置ID50471は、
バックアップ対象の物理記憶領域が存在するストレージ装置の識別子である。物理記憶領
域ID50472は、バックアップ対象となる物理記憶領域の、ハイエンドストレージ装置1000
およびミッドレンジストレージ装置1100における識別子である。バックアップ装置ID5047
3は、ストレージ装置ID50471および物理記憶領域ID50472で特定されるバックアップ対象
物理記憶領域のデータをバックアップする、バックアップ装置の識別子である。バックア
ップ装置特性50474は、バックアップ装置ID50473で特定されるバックアップ装置の、性能
を表す情報である。
【０１０５】
　なお、各物理記憶領域に格納されているデータのバックアップ先の性能を表すバックア
ップ装置特性50474は、後述のそれぞれの物理記憶領域の可用性を判断する指標となる。
【０１０６】
　データバックアッププログラム5046は、CPU5030が実行するストレージ装置管理サーバ
プログラム5041により定期的に呼び出され、実行される。
【０１０７】
　ストレージ装置管理サーバプログラム5041がデータバックアッププログラム5046を呼び
出す際、まずCPU5030は、データバックアップテーブル5047から、ストレージ装置ID50471
、物理記憶領域ID50472、バックアップ装置ID50473の情報を取得する。
【０１０８】
　そして、CPU5030は、データバックアッププログラム5046を実行し、ストレージ装置ID5
0471、物理記憶領域ID50472から特定される物理記憶領域のデータを、バックアップ装置I
D50473から特定されるバックアップ装置にバックアップする命令（以後、バックアップ命
令と呼ぶ。）を、ストレージI/F5010、スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイ
エンドストレージ装置1000のストレージ装置制御部1040に送る。
【０１０９】
　バックアップ命令がストレージ装置制御部1040に到達すると、CPU1041は、I/O制御プロ
グラム1042に従って、バックアップ命令で指定されている物理記憶領域のデータを、ディ
スクアダプタ1050もしくは外部接続I/F1030を介して取得し、ストレージI/F1010、スイッ
チ3000を介して、指定のバックアップ装置にデータをバックアップする。
【０１１０】
　例えば、図８に示す例の場合、ハイエンドストレージ装置1000内の物理記憶領域1061、
物理記憶領域1062、物理記憶領域1071、物理記憶領域1072、および、ミッドレンジストレ
ージ装置1100内の物理記憶領域1161、物理記憶領域1162のデータは、ディスクアレイ型バ
ックアップ装置2000にバックアップされている状態となる。また、ハイエンドストレージ
装置1000内の物理記憶領域1063、物理記憶領域1073、および、ミッドレンジストレージ装
置内の物理記憶領域1163内のデータは、テープライブラリ2100にバックアップされている
状態となる。
【０１１１】
　＜複製管理＞
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  次に、管理サーバ500において、複製制御プログラム5044と複製テーブル5045とにより
実現される、複製処理について説明する。本実施形態における複製処理とは、同一ストレ
ージ装置内に、指定された物理記憶領域の複製を生成する処理である。本実施形態では、
複製テーブル5045において指定されている物理記憶領域について、複製を生成する。
【０１１２】
　物理記憶領域に複製処理がなされているか否かは、当該物理記憶領域の後述の可用性の
判断の指標として用いられる。例えば、複製処理がなされている物理記憶装置は、可用性
が「高」と判断される。
【０１１３】
　まず、複製処理に用いられるデータが格納されている複製テーブル5045について説明す
る。複製テーブル5045は、予め管理者などから入力され、保持される。
【０１１４】
　図9は、複製テーブル5045の構成図である。ストレージ装置ID50451は、複製を作成する
物理記憶領域が存在するストレージ装置の識別子である。物理記憶領域ID50452は、複製
を作成する物理記憶領域の、ストレージ装置内における識別子である。
【０１１５】
　複製制御プログラム5044は、CPU5030が実行するストレージ装置管理サーバプログラム5
041に起動時に呼び出され、実行される。
【０１１６】
　CPU5030は、まず、複製テーブル5045からストレージ装置ID50451と物理記憶領域ID5045
2との情報を取得する。
【０１１７】
　そして、CPU5030は、複製制御プログラム5044を実行し、ストレージ装置ID50451と物理
記憶領域ID50452から特定される物理記憶領域の複製を同一ストレージ装置内に作成する
命令を、ストレージI/F5010、スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイエンドス
トレージ装置1000のストレージ装置制御部1040に送る。
【０１１８】
　複製作成命令がストレージ装置制御部1040に到達すると、ハイエンドストレージ装置10
00のCPU1041は、I/O制御プログラム1042に従って、物理記憶領域ID50452で指定された複
製を作成する物理記憶領域が、ハイエンドストレージ装置1000内に存在するかどうかを確
かめる。対象物理記憶領域がハイエンドストレージ装置1000内に存在する場合は、CPU104
1は、ディスクアダプタ1050を介して指定された物理記憶領域にアクセスし、当該物理記
憶領域の複製を作成する。
【０１１９】
　対象物理記憶領域がミッドレンジストレージ装置1100に存在する場合は、CPU1041は、
複製作成命令を、外部接続I/F1030、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジストレー
ジ装置1100のストレージ装置制御部1140に送る。ストレージ装置制御部1140に複製作成命
令が到達すると、ミッドレンジストレージ装置1100のCPU1141は、I/O制御プログラム1142
に従って、ディスクアダプタ1150を介して指定された物理記憶領域にアクセスし、当該物
理記憶領域の複製を作成する。
【０１２０】
　図９の例の場合、ハイエンドストレージ装置1000内の物理記憶領域1061、物理記憶領域
1071、ミッドレンジストレージ装置1100内の物理記憶領域1161は、それぞれ、同一ストレ
ージ装置内に複製を持つ状態となる。
【０１２１】
　＜キャッシュ管理＞
  次に、管理サーバ500において、キャッシュ制御プログラム5042とキャッシュ制御テー
ブル5043とにより実現される、キャッシュ処理について説明する。本実施形態におけるキ
ャッシュ処理とは、指定した物理記憶領域に格納されているデータをキャッシュに常駐さ
せる処理である。本実施形態では、キャッシュ制御テーブル5043に指定されている物理記
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憶領域内のデータを、キャッシュに常駐させる。
【０１２２】
　所定の物理記憶領域にキャッシュ処理がなされているか否かは、当該物理記憶領域の後
述の性能の判断指標として用いられる。すなわち、キャッシュ処理がなされることにより
、当該物理記憶領域へのアクセス性能を向上させることができるため、当該物理記憶領域
は、性能が「高」と判断される。
【０１２３】
　まず、キャッシュ処理に用いられるデータが格納されているキャッシュ制御テーブル50
43について、説明する。キャッシュ制御テーブル5043は、予め管理者などから入力され、
保持される。
【０１２４】
　図10は、キャッシュ制御テーブル5043の構成図である。ストレージ装置ID50431は、キ
ャッシュにデータを常駐させる物理記憶領域が存在するストレージ装置の識別子である。
物理記憶領域ID50432は、キャッシュにデータを常駐させる物理記憶領域の、ストレージ
装置内における識別子である。
【０１２５】
　キャッシュ制御プログラム5042は、CPU5030が実行するストレージ装置管理サーバプロ
グラム5041に起動時に呼び出され、実行される。
【０１２６】
　CPU5030は、まず、キャッシュ制御テーブル5043から、ストレージ装置ID50431と物理記
憶領域ID50432の情報とを取得する。
【０１２７】
　そして、CPU5030は、キャッシュ制御プログラム5042を実行し、ストレージ装置ID50431
と物理記憶領域ID50432から特定される物理記憶領域をキャッシュに常駐させる命令を、
ストレージI/F5010、スイッチ3000、ストレージI/F1010を介して、ハイエンドストレージ
装置1000のストレージ装置制御部1040に送る。
【０１２８】
　キャッシュ常駐命令がストレージ装置制御部1040に到達すると、ハイエンドストレージ
装置1000のCPU1041は、I/O制御プログラム1042に従って、物理記憶領域ID50432で指定さ
れたキャッシュ常駐命令の対象となる物理記憶領域が、ハイエンドストレージ装置1000内
に存在するかどうかを確かめる。対象物理記憶領域がハイエンドストレージ装置1000内に
存在する場合は、CPU1041は、ディスクアダプタ1050を介して、対象の物理記憶領域のデ
ータを取り出し、キャッシュ1043に書き込む。
【０１２９】
　対象物理記憶領域がミッドレンジストレージ装置1100に存在する場合は、CPU1041はキ
ャッシュ常駐命令を、外部接続I/F1030、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジスト
レージ装置1100のストレージ装置制御部1140に送る。ストレージ装置制御部1140に複製作
成命令が到達すると、ミッドレンジストレージ装置1100のCPU1141は、I/O制御プログラム
1142に従って、ディスクアダプタ1150を介して指定された物理記憶領域にアクセスし、当
該物理記憶領域のデータを取り出し、キャッシュ1143に書き込む。
【０１３０】
　図１０の例の場合、ハイエンドストレージ装置内の物理記憶領域1061、物理記憶領域10
62、物理記憶領域1063は、キャッシュ常駐の状態となる。
【０１３１】
　＜物理記憶領域の特性の設定＞
  上述したように、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドエンドストレージ装置11
00が備える各物理記憶領域は、上記バックアップ処理、複製処理、キャッシュ常駐処理が
行われているか否かなどにより、それぞれ、性能および可用性の特性が設定される。各物
理記憶領域の特性は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041により、物理記憶領域特
性テーブル5048に格納され、保持される。以下に、ストレージ装置管理サーバプログラム
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5041により、物理記憶領域特性テーブル5048に各物理記憶領域の特性が格納される手順に
ついて説明する。
【０１３２】
　CPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041に従って、上記のキャッシュ制
御プログラム5042、複製制御プログラム5044、データバックアッププログラム5046を実行
した後、生成されたデータバックアップテーブル5047、複製テーブル5045、キャッシュ制
御テーブル5043を参照し、各物理記憶領域に施されている処理に従ってその特性を判断し
て、物理記憶領域特性テーブル5048を作成する。
【０１３３】
　ここで、物理記憶領域特性テーブル5048の構成を説明する。図11は、物理記憶領域特性
テーブル5048の構成図である。本図に示すように、物理記憶領域特性テーブル5048には、
ストレージ装置ID50481と、物理記憶領域ID50482と、性能特性50483と、可用性特性50484
とを備える。
【０１３４】
　CPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041に従って、データバックアップ
テーブル5047から、ストレージ装置ID50471、物理記憶領域ID50472、バックアップ装置特
性50474とを取得する。取得したストレージ装置ID50471を物理記憶領域特性テーブル5048
のストレージ装置ID50481に、物理記憶領域ID50472を物理記憶領域ID50482にそれぞれ書
き込む。
【０１３５】
　次に、CPU5030は、バックアップ装置特性50474に格納されている値に応じて、それぞれ
、可用性特性50484に可用性を示す指標である「中」、「低」を書き込む。すなわち、バ
ックアップ装置特性50474に格納されている値が「高速」である場合、可用性特性50484に
「中」を書き込み、バックアップ装置特性50474の値が「低速」である場合、可用性特性5
0484に「低」を書き込む。
【０１３６】
　次に、CPU5030は、複製テーブル5045から、ストレージ装置ID50451と物理記憶領域ID50
452とを取得する。そして、CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048に既に格納されて
いるストレージ装置ID50481と物理記憶領域ID50482とを参照し、取得したストレージ装置
ID50451と物理記憶領域ID50452との組み合わせに一致するものを探す。一致するものが見
付かった場合、CPU5030は、当該組み合わせに対応する可用性特性50484に、「高」を書き
込む。
【０１３７】
　次に、CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048のストレージ装置ID50481を参照し、
ストレージ装置自体の性能に応じて、性能特性50483を書き込む。本実施形態では、ハイ
エンドストレージ装置1000のID「1000」が書かれている場合は、対応する性能特性50483
に「中」を書き込み、ミッドレンジストレージ装置1100のID「1100」が書かれている場合
は、対応する性能特性50483に「低」を書き込む。
【０１３８】
　そして、CPU5030は、キャッシュ制御テーブル5043から、ストレージ装置ID50431、物理
記憶領域ID50432を取得する。次にCPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048のストレー
ジ装置ID50481と物理記憶領域ID50482を参照し、ストレージ装置ID50431と物理記憶領域I
D50432との組み合わせに一致するものを探す。一致するものが見付かった場合、CPU5030
は、当該組み合わせに対応する性能特性50483に、「高」を書き込む。
【０１３９】
　以上の手順で、CPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041に従って、物理
記憶領域特性テーブル5048を生成する。
【０１４０】
　＜性能特性および可用性特性＞
　また、本実施形態では、ストレージ装置に格納されるデータの種類に応じて、性能およ
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び可用性それぞれの、時間的推移を示す情報が予め用意される。以下、予め用意される時
間的推移を示す情報について、説明する。
【０１４１】
　本実施形態では、管理サーバ5000は、論理ボリュームに格納されるデータの種類に応じ
て当該論理ボリュームが割り当てられる記憶領域に要求される、性能および可用性の一般
的な時間的推移を示す情報をグラフ化して保持する性能推移グラフテーブル5052および可
用性推移グラフテーブル5050と、時間的推移に応じて移動すべき物理記憶領域の特性を具
体的に特定した情報を格納するボリューム移動情報テーブル（性能）5051およびボリュー
ム移動情報テーブル（可用性）5056とを備える。
【０１４２】
　ボリューム移動情報テーブル（性能）5051およびボリューム移動情報テーブル（可用性
）5056では、性能推移グラフテーブル5052および可用性推移グラフテーブル5050に示され
た推移に従って、具体的に移動先の性能特性を定め、保持している。なお、これらのテー
ブルでは、性能または可用性の時間的推移に伴う論理ボリュームの移動（以後、ボリュー
ム移動と呼ぶ。）の要因となる特定の日時を既定日時と呼ぶ。
【０１４３】
　図13は、性能推移グラフテーブル5052の構成図である。本図に示すように、性能推移グ
ラフテーブル5052は、性能推移グラフID50521と、性能推移グラフ50522とを備える。
【０１４４】
　性能推移グラフID50521は、性能推移を表すグラフの識別子である。性能推移グラフ505
22は、データの種類毎に、当該データが格納される物理記憶領域に要求される性能の時間
の経過に伴う推移を表したグラフである。
【０１４５】
　図15は、可用性推移グラフテーブル5053の構成図である。本図に示すように、可用性推
移グラフテーブル5053は、可用性推移グラフID50531と、可用性推移グラフ50532とを備え
る。
【０１４６】
　可用性推移グラフID50531は、可用性推移を表すグラフの識別子である。可用性推移グ
ラフ50532は、データが格納される物理記憶領域に要求される可用性の時間の経過に伴う
推移を表したグラフである。
【０１４７】
　図12(Ｂ)は、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051の構成図である。本図に示すよ
うに、ボリューム移動情報テーブル5051は、ボリューム移動情報（性能）ID50511と、移
動No50512と、移動日時50513と、移動先性能特性50514とを備える。
【０１４８】
　ボリューム（性能）移動情報ID50511は、性能推移グラフ5052に示された各推移特性、
すなわち、性能推移グラフID50521に対応している。
【０１４９】
　移動先性能特性50514は、移動日時50513に示すタイミングのボリューム移動において、
ボリューム移動先の物理記憶領域の性能特性を表している。これは、性能推移グラフ5052
2の変化を元に、所定の閾値を越えた場合に、それぞれ、格納すべき物理記憶領域の性能
特性のレベルが決定され、格納される。
【０１５０】
　移動日時50513は、ボリューム移動を行なうタイミングである。移動先性能特性50514と
同様に、性能推移グラフ50522の変化を元に、上記移動先性能特性50514が変化する日時が
、移動を行うタイミングとして格納される。
【０１５１】
　移動No50512は、ボリューム移動の処理順を表す番号である。
【０１５２】
　図1４(Ｂ)は、ボリューム移動情報テーブル（可用性）5056の構成図である。本図に示
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すように、ボリューム移動情報テーブル（可用性）5056は、ボリューム移動情報（可用性
）ID50561と、移動No50562と、移動日時50563と、移動先性能特性50564とを備える。
【０１５３】
　ボリューム移動情報（可用性）ID50561は、可用性推移グラフテーブル5053に示された
各推移特性、すなわち、可用性推移グラフID50531に対応している。
【０１５４】
　移動先可用性特性50564は、移動日時50513に示すタイミングのボリューム移動において
、ボリューム移動先の物理記憶領域の可用性特性を表している。これは、可用性推移グラ
フ50522の変化を元に、所定の閾値を越えた場合に、それぞれ、格納すべき物理記憶領域
の性能特性のレベルが決定され、格納される。
【０１５５】
　移動日時50563は、ボリューム移動を行なうタイミングである。移動先可用性特性50564
と同様、可用性推移グラフ50532の変化を元に、上記移動先可用性特性50564が変化する日
時が、移動を行うタイミングとして格納される。
【０１５６】
　移動No50562は、ボリューム移動の処理順を表す番号である。
【０１５７】
　移動先可用性特性50564は、移動日時50563に示すタイミングのボリューム移動において
、ボリューム移動先の物理記憶領域の可用性特性を表している。
【０１５８】
　例えば、ボリューム移動情報（可用性）ID50561が「1」であるデータ属性を持つ論理ボ
リュームは、まず、移動No50562が１で示される手順で、性能特性が「高」の物理記憶領
域に割り当てられる。次に、移動No50562が２で示される手順で、最初の割り当て時から
既定日時までの期間の三分の一が経過した時点で、性能特性が「中」の物理記憶領域に再
割り当てられる。そして、移動No50562が３で示される手順で、最初の割り当て時から既
定日時までの期間の三分の二が経過した時点で、性能特性が「低」の物理記憶領域に再割
り当てられる。
【０１５９】
　例えば、ボリューム移動情報（可用性）ID50565が「1」であるデータ属性を持つ論理ボ
リュームは、まず、移動No50562が１で示される手順で、可用性特性が「高」の物理記憶
領域に割り当てられる。次に、移動No50562が２で示される手順で、最初の割り当て時か
ら既定日時までの期間の三分の一が経過した時点で、可用性特性が「中」の物理記憶領域
に割り当てられる。そして、移動No50562が３で示される手順で、最初の割り当て時から
既定日時までの期間の三分の二が経過した時点で、可用性特性が「低」の物理記憶領域に
割り当てられる。
【０１６０】
　本実施形態では、上記の既定日時が確定した場合、以上の予め保持されている、各デー
タの種類に応じた格納先に要求する性能および可用性の時間的推移を示す情報に基づいて
、当該既定日時を特定した情報を、性能推移特性テーブル5049、可用性推移特性テーブル
5050、データ属性/推移特性テーブル5054として保持する。以下これらのテーブルについ
て説明する。
【０１６１】
　図12(Ａ)は、性能推移特性テーブル5049の構成図である。本図に示すように、性能推移
特性テーブル5049は、性能推移特性ID50491と、既定日時名50492と既定日時50493と、ボ
リューム移動情報ID50494と、性能推移グラフID50495とを備える。
【０１６２】
　性能推移特性ID50491は、データが格納先に要求するアクセス性能の時間的推移を特定
する識別子であり、本テーブルに格納されるデータ毎に、一意に付与される。
【０１６３】
　既定日時名50492は、それぞれのボリューム移動の要因となる日時の名称である。例え
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ば、データが監査データなら「監査日」、メールログなら保管を終了する日などの「保管
条件変更日」といった名称である。
【０１６４】
　既定日時50493は、既定日時名50492で特定される、ボリューム移動の要因となる具体的
な日時である。監査データなら、具体的な監査日、メールログなどの場合は、具体的な保
管条件変更日である。
【０１６５】
　ボリューム移動情報ID50494は、性能推移特性テーブル5049に格納されるデータ毎のボ
リューム移動情報を特定する識別子であり、上記のボリューム移動情報（性能）5051のボ
リューム移動情報（性能）ID50511が格納される。例えば、監査データなら「3」、メール
ログなら「1」が格納される。
【０１６６】
　性能推移グラフID50495は、性能推移特性テーブル5049に格納されるデータ毎の性能の
時間的推移を示すグラフを特定する識別子であり、対応する性能推移グラフテーブル5052
の性能推移グラフID50521が格納される。
【０１６７】
　図14(Ａ)は、可用性推移特性テーブル5050の構成図である。本図に示すように、可用性
推移特性ID50501と、既定日時名50502と、既定日時50503と、ボリューム移動情報ID50504
と、可用性推移グラフID50505とを備える。
【０１６８】
　可用性推移特性ID50501は、データが必要とする可用性の時間的推移を特定する識別子
であり、本テーブルに格納されるデータ毎に、一意に付与される。
【０１６９】
　既定日時名50502は、それぞれボリューム移動の要因となる日時の名称である。例えば
、データが監査データなら「監査日」、メールログなら「保管条件変更日」などの名称で
ある。
【０１７０】
　既定日時50503は、既定日時名50502で特定される、ボリューム移動の要因となる具体的
な日時である。監査データなら、具体的な監査日、メールログなどの場合は、具体的な保
管条件変更日である。
【０１７１】
　ボリューム移動情報ID50504は、可用性推移特性テーブル5050に格納されるデータ毎の
ボリューム移動情報を特定する識別子であり、上記のボリューム移動情報（可用性）5056
のボリューム移動情報（可用性）ID50561が格納される。例えば、監査データなら「3」、
メールログなら「1」が格納される。
【０１７２】
　可用性推移グラフID50505は、可用性推移特性テーブル5050に格納されるデータ毎の可
用性の時間的推移を示すグラフを特定する識別子であり、対応する可用性推移グラフテー
ブル5053の可用性推移グラフID50531が格納される。
【０１７３】
　ここで、本実施形態では、各データの属性ごとに、以上のようにして、予め用意された
性能および可用性の時間的推移を特定する情報を、データ属性/推移特性テーブル5054と
して保持している。
【０１７４】
　図16は、データ属性/推移特性テーブル5054の構成図である。本テーブルに基づいて、
後述の、論理ボリュームを最適配置するためのボリューム移動は行われる。
【０１７５】
　本図に示すように、データ属性/推移特性テーブル5054は、データ属性名50541と、性能
推移特性ID50542と、可用性推移特性ID50543とを備える。
【０１７６】
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　データ属性名50541は、ストレージ装置内の論理ボリュームに格納されるデータの種類
を示すデータ属性の名称である。例えば、監査日が６月３０日の監査データ（既定日時6/
30の監査用データ）、監査日が９月３０日の監査データ（既定日時9/30の監査用データ）
、保管終了日、すなわち、保管条件変更日が７月１５日のメールログ（既定日時7/15のメ
ールログ）、などである。
【０１７７】
　性能推移特性ID50542は、データ属性名50541で特定されるデータ属性を有するデータの
性能推移特性を特定する情報である。具体的には、性能推移特性テーブル5049の性能推移
特性ID50491の値である。
【０１７８】
　可用性推移特性ID50543は、データ属性名50541で特定されるデータ属性を有するデータ
の可用性推移特性を特定する情報である。具体的には、可用性推移特性テーブル5050の可
用性推移特性ID50501の値である。
【０１７９】
　＜論理ボリューム割当時のデータ属性設定＞
  また、本実施形態では、各論理ボリューム毎に、当該論理ボリュームに格納されている
データの属性を示す情報として、論理ボリューム/データ属性テーブル5055が保持される
。
【０１８０】
　図18は、論理ボリューム/データ属性テーブル5055の構成図である。論理ボリューム/デ
ータ属性テーブル5055は、論理ボリュームID50551とデータ属性50552とを備える。論理ボ
リュームID50551は、ハイエンドストレージ装置1000内の論理ボリュームを特定する識別
子である。データ属性50552は、論理ボリュームID50551で特定される論理ボリュームに対
応する、データ属性である。
【０１８１】
　以下に、管理サーバ5000において、アプリケーションサーバ4000が使用する記憶領域と
して論理ボリュームを割り当て、論理ボリューム/データ属性テーブル5055を生成する方
法について、説明する。
【０１８２】
　アプリケーションサーバ4000において、アプリケーションプログラム40401が使用する
記憶領域として、ハイエンドストレージ装置1000の論理ボリュームを割り当てる際に、ア
プリケーションプログラム40401は、ストレージ装置管理クライアントプログラム40402を
呼び出す。
【０１８３】
　CPU4030は、ストレージ装置管理クライアントプログラム40402をロードして実行し、管
理I/F4020を介して、管理サーバ5000に論理ボリュームの割当を要求する。
【０１８４】
　管理サーバ5000は、管理I/F5020を介してアプリケーションサーバ4000から論理ボリュ
ームの割り当ての要求を受け取ると、CPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5
041を呼び出す。
【０１８５】
　CPU5030は、管理I/F5020を介して論理ボリュームリストを取得する要求（リスト取得要
求）をハイエンドストレージ装置1000に送出する。管理I/F1010を介してリスト取得要求
を受け取ったハイエンドストレージ装置1000のCPU1041は、I/O制御プログラム1042に従い
、論理/物理マッピングテーブル1046を参照して論理ボリュームID10461を取得し、管理I/
F1020を介して管理サーバ5000に送出する。
【０１８６】
　一方、管理サーバのCPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041を呼び出し
、データ属性/推移特性テーブル5054から、自身が保持しているデータ属性名50541と、そ
れぞれの、性能推移特性ID50542および可用性推移特性ID50543とを全て取得する。そして
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、CPU5030は、性能推移特性テーブル5049および可用性推移特性テーブル5050とにアクセ
スし、それぞれ、性能推移特性ID50542および可用性推移特性ID50543によって特定される
データを抽出する。次に、CPU5030は、性能推移グラフテーブル5052および可用性推移グ
ラフテーブル5053にアクセスし、当該抽出したデータの性能推移特性グラフID50495およ
び可用性推移グラフID50505に対応する性能推移グラフ50222および可用性推移グラフ5023
3を取得する。
【０１８７】
　また、CPU5030は、既に割り当てられている論理ボリュームIDの情報を得るため、論理
ボリューム/データ属性テーブル5055を取得する。
【０１８８】
　CPU5030は、ハイエンドストレージ装置1000から取得した論理ボリュームのリストであ
る論理ボリュームID10461、および、ストレージ装置管理サーバプログラム5041に従って
取得した、データ属性名50541、それぞれに対応する性能推移グラフ50222、可用性推移グ
ラフ50233を、管理I/F5020を介して、アプリケーションサーバ4000に送出する。
【０１８９】
　アプリケーションサーバ4000のCPU4030は、管理I/F4020を介して受け取った論理ボリュ
ームID10461と、データ属性名50541、性能推移グラフ50222、可用性推移グラフ50233、論
理ボリューム/データ属性テーブル5055とを用い、論理ボリューム割当画面9000を構成し
、ディスプレイ装置4070に表示させる。
【０１９０】
　表示の一例を図１７に示す。本図に示すように、論理ボリューム割当画面9000は、デー
タを格納する論理ボリュームを選択するための論理ボリュームID選択BOX9100と、格納す
るデータの属性を指定するためのデータ属性名BOX9200と、ユーザの承認を受付けるため
のＯＫボタン9700とを備える。
【０１９１】
　アプリケーションサーバのCPU4030は、論理ボリュームID10461と、論理ボリューム/デ
ータ属性テーブル5055との情報とを用い、現在割当がなされていない論理ボリュームを抽
出し、論理ボリュームID選択BOX9100に表示させる。ユーザは、表示された論理ボリュー
ムIDから、所望の論理ボリュームを選択することができる。
【０１９２】
　また、アプリケーションサーバのCPU4030は、受け取ったデータ属性名50541全てを、ユ
ーザがその中から選択可能なように、データ属性名BOX9200に表示させる。ユーザは、デ
ータ属性名BOX9200に表示されたデータ属性名から、ストレージ装置に格納しようとして
いるデータ属性を選択することができる。
【０１９３】
　また、アプリケーションサーバのCPU4030は、データ属性名BOX9200に選択のために表示
されるデータ属性に連動し、その性能推移特性を示す性能推移グラフ50222および可用性
推移特性を示す可用性推移グラフ50532とを表示させる。ユーザは、データ属性の選択に
あたり、参照することができる。
【０１９４】
　また、アプリケーションサーバのCPU4030は、ＯＫボタン9700を介して、ユーザの承認
の指示を受付けると、その時ユーザが論理ボリュームID選択BOX9100およびデータ属性名B
OX9200において、それぞれ選択されている論理ボリュームID10461とデータ属性50541とを
、管理I/F4020を介して管理サーバ5000に送出する。
【０１９５】
　管理I/F5020を介して論理ボリュームID10461とデータ属性50541とを受付けると、管理
サーバ5000は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041を呼び出し、受け取った論理ボ
リュームID10461とデータ属性50541とを、論理ボリューム/データ属性テーブル5055に新
たなエントリとして格納する。
【０１９６】
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　なお、上記では、予め既定日時を格納した性能推移特性テーブル5049および可用性推移
特性テーブル5050を用意しておく場合を例にあげて説明したが、これに限られない。例え
ば、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051、ボリューム移動情報テーブル（可用性）
5056、性能推移グラフテーブル5052、および、可用性推移グラフテーブル5054のみを、デ
ータ属性名を付与して予め管理サーバ5000にて保持し、アプリケーションサーバ4000のデ
ィスプレイ装置4070において、ユーザに既定日時未定の状態で提示する。ディスプレイ装
置4070を介して、ユーザからの、提示されたデータ属性名から所望のデータ属性の選択を
受け付けるとともに、既定日時および指定論理ボリュームの指示を受け付け、受け付けた
情報に従って、管理サーバ5000において、性能推移特性テーブル5049、可用性推移特性テ
ーブル5050、論理ボリュームデータ属性テーブル5055を生成し、保持するよう構成するこ
ともできる。
【０１９７】
　＜ボリュームの移動＞
  以上に述べた設定のもとで、本実施形態が時間の経過に伴って行なう論理ボリュームの
移動について、以下に述べる。
【０１９８】
　以下、図１８に示した、論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームの移動
について図２、図５、図１１、図１２、図１４、図１６に従って詳細に述べる。なお、移
動の対象となる論理ボリュームは、これに限られない。複数の論理ボリュームが移動の対
象であってもよい。
【０１９９】
　管理サーバ5000において、ストレージ装置管理サーバプログラム5041を実行しているCP
U5030は、ボリューム移動情報テーブル5051の移動日時50513と移動日時50517とを監視し
ている。
【０２００】
　＜論理ボリューム「Volume1」の移動＞
  CPU5030は、所定の時間ごとに、論理ボリュームID50551が「Volume1」である論理ボリ
ュームに対し、論理ボリューム/データ属性テーブル5055を参照して、そのデータ属性505
52からデータ属性「既定日時６／３０の監査用データ」を取得する。
【０２０１】
　次に、CPU5030は、データ属性「既定日時６／３０の監査用データ」に対し、データ属
性/推移特性テーブル5054を参照して、性能推移特性ID50542から性能推移特性ID「3」を
、また、可用性推移特性ID50543から可用性推移特性ID「3」を取得する。
【０２０２】
　CPU5030は、性能推移特性ID「3」に対し、性能推移特性テーブル5049を参照して、ボリ
ューム移動情報ID50494からボリューム移動情報ID「3」を取得する。また、CPU5030は、
可用性推移特性ID「3」に対し、可用性推移特性テーブル5050を参照して、ボリューム移
動情報ID50504からボリューム移動情報ID「3」を取得する。
【０２０３】
　そして、CPU5030は、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051を参照して、ボリュー
ム移動情報（性能）ID「3」に対応する移動日時50513を監視する。
【０２０４】
　また、CPU5030は、ボリューム移動情報テーブル（可用性）5056を参照して、ボリュー
ム移動情報（可用性）「3」に対応する移動日時50517を監視する。
【０２０５】
　＜論理ボリューム「Volume1」の初期配置＞
  まず、CPU5030は、論理ボリューム「Volume1」の割り当て直後に、ボリューム移動情報
（性能）ID50511が「3」、移動No50512が「1」の組み合わせに対応する移動日時50513が
「作成時」となっていることを読み取り、それに対応する移動先性能特性50514の値「低
」を取得する。
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【０２０６】
　また同時に、ボリューム移動情報（可用性）ID50515が「3」、移動No50516が「1」の組
み合わせに対応する移動日時50517が「作成時」となっていることを読み取り、それに対
応する移動先可用性特性50518の値「低」を取得する。
【０２０７】
　次に、CPU5030は、ストレージ装置管理サーバプログラム5041に従って、物理記憶領域
特性テーブル5048を参照し、性能特性50483が「低」、可用性特性50484が「低」の組み合
わせに対応するストレージ装置ID50481の値「1100」、物理記憶領域ID50482の値「1163」
を取得する。なお、ここで、性能特性50483が「低」、可用性特性50484が「低」の組み合
わせに対応するストレージ装置ID50481が複数ある場合は、全てを取得する。これは、以
下の全ての移動において同様である。
【０２０８】
　そして、CPU5030は、管理I/F5020、管理I/F1020を介して、ハイエンドストレージ装置1
000に、論理ボリュームID「Volume1」の論理ボリュームを、ストレージ装置IDが「1100」
かつ物理記憶領域IDが「1163」の物理記憶領域に移動する要求を送信する。
【０２０９】
　ハイエンドストレージ装置1000のストレージ装置制御部1040は、論理ボリュームの移動
要求を受け取ると、CPU1041は、ボリューム移動プログラム1044を呼び出す。
【０２１０】
　CPU1041は、ボリューム移動プログラム1044に従い、メモリ1045内の外部記憶領域フラ
グテーブル1047と論理/物理マッピングテーブル1046を参照し、論理ボリュームIDが「Vol
ume1」である論理ボリュームが、物理記憶領域ID「1061」の物理記憶領域内に存在し、物
理記憶領域内アドレスが「0～1023」であるという情報を取得する。
【０２１１】
　CPU1041は、要求の中にある移動すべき物理記憶領域のID「1163」と現在「Volume1」が
割り当てられている物理記憶領域のID「1061」とを比較し、両者が異なるため、移動が必
要であると判断する。なお、この時点で、移動すべき物理記憶領域のIDの一つと、現在割
り当てられている物理記憶領域のIDとが一致した場合は、移動は行わない。本処理は、以
下の全ての移動において同様である。
【０２１２】
　CPU1041は、要求の中にあるストレージ装置IDが「1100」であることを認識し、外部接
続I/F1030、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジストレージ装置1100の物理記憶領
域1163に、物理記憶領域1061のアドレス「0～1023」の範囲のデータをコピーする要求を
送る。
【０２１３】
　ミッドレンジストレージ装置1100のストレージ装置制御部1140がデータのコピー要求を
受け取ると、CPU1141は、ボリューム移動プログラム1144に従い、受け取ったデータを物
理記憶領域1163のアドレス「1024～2047」に書き込む。
【０２１４】
　次に、CPU1141は、論理/物理マッピングテーブル1146に、論理ボリュームID11461が「V
olume3」、パリティグループID10462が「1160」、物理記憶領域IDが「1163」、物理記憶
領域内アドレスが「1024～2047」という情報を追加する。
【０２１５】
　そして、ボリューム移動手段1044は、外部記憶領域フラグテーブル1047において、論理
ボリュームID10471が「Volume1」である外部記憶領域フラグ10472の値を「1」とする。ま
た、ボリューム移動手段1044は、外部論理ボリュームテーブル1048に、論理ボリュームID
10481が「Volume1」、ストレージ装置ID10482が「1100」、外部論理ボリュームID10483が
「Volume3」という情報を追加する。
【０２１６】
　また、ボリューム移動手段1044は、論理/物理マッピングテーブル1046から、論理ボリ
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ュームID10461が「Volume1」となっている情報を削除する。
【０２１７】
　＜論理ボリューム「Volume1」の第一回目移動＞
  次に、図2に示した論理ボリューム移動のうち、移動ステップ7051について詳細に述べ
る。
【０２１８】
　論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームについて、最初の割り当て時か
ら既定日時50503にある日時までの三分の一が経過した時点で、ボリューム移動情報（可
用性）ID「3」に対応する移動日時50517を監視しているCPU5030は、移動No50516が「2」
、移動日時50517が「(既定日時-作成日時)/3」となっていることを読み取り、それに対応
する移動先可用性特性50518の値「中」を取得する。
【０２１９】
　CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048を参照し、性能特性50483が「低」、可用性
特性50484が「中」の組み合わせに対応するストレージ装置ID50481の値「1100」、物理記
憶領域ID50482の値「1162」を取得する。
【０２２０】
　そして、CPU5030は、管理I/F5020、管理I/F1020を介して、ハイエンドストレージ装置1
000に、論理ボリュームID「Volume1」の論理ボリュームを、ストレージ装置IDが「1100」
かつ物理記憶領域IDが「1162」の物理記憶領域に移動する要求を送信する。
【０２２１】
　ハイエンドストレージ装置1000のストレージ装置制御部1040が論理ボリュームの移動要
求を受け取ると、CPU1041は、要求をボリューム移動プログラム1044に従って処理する。
【０２２２】
　CPU1041は、メモリ1045内の外部記憶領域フラグテーブル1047と外部論理ボリュームテ
ーブル1048とを参照し、論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームが、外部
ストレージ装置「1100」の論理ボリューム「Volume3」であるという情報を取得する。
【０２２３】
　次にCPU1041は、移動が必要と判断した場合、要求の中の外部ストレージ装置IDが「110
0」であることを認識し、外部接続I/F1030、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジ
ストレージ装置1100の物理記憶領域1162に、ミッドレンジストレージ装置1100の論理ボリ
ューム「Volume3」のデータをコピーする要求を送る。
【０２２４】
　ミッドレンジストレージ装置1100のストレージ装置制御部1140がデータのコピー要求を
受け取ると、CPU1141は、ボリューム移動プログラム1144に従い、論理ボリューム「Volum
e3」のデータを物理記憶領域1162のアドレス「0～1023」に書き込む。
【０２２５】
　次に、CPU1141は、論理/物理マッピングテーブル1146において、論理ボリュームID1146
1の値「Volume3」に対応する物理記憶領域ID11463を「1162」、物理記憶領域内アドレス1
1464を「0～1023」という値に変更する。
【０２２６】
　＜論理ボリューム「Volume1」の第二回目移動＞
  次に、図2に示した論理ボリューム移動のうち、移動ステップ7052について詳細に述べ
る。
【０２２７】
　論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームについて、最初の割り当て時か
ら既定日時50503にある日時までの三分の二が経過した時点で、ボリューム移動情報（可
用性）ID「3」に対応する移動日時50517を監視しているCPU5030は、移動No50516が「3」
、移動日時50517が「(既定日時-作成日時)×2/3」となっていることを読み取り、それに
対応する移動先可用性特性50518の値 「高」を取得する。
【０２２８】
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　CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048を参照し、性能特性50483が「低」、可用性
特性50484が「高」の組み合わせに対応するストレージ装置ID50481の値「1100」、物理記
憶領域ID50482の値「1161」を取得する。
【０２２９】
　そして、CPU5030は、同様にして、ハイエンドストレージ装置1000に、論理ボリュームI
D「Volume1」の論理ボリュームを、ストレージ装置IDが「1100」かつ物理記憶領域IDが「
1161」の物理記憶領域に移動する要求を送信する。
【０２３０】
　これにより、ハイエンドストレージ装置1000において論理ボリュームの移動を行い、ミ
ッドレンジストレージ装置1100において、論理/物理マッピングテーブル1146の論理ボリ
ュームID11461の値「Volume3」に対応する物理記憶領域ID11463を「1161」、物理記憶領
域内アドレス11464を「1024～2047」に変更する。
【０２３１】
　＜論理ボリューム「Volume1」の第三回目移動＞
  次に、図2に示した論理ボリューム移動のうち、移動ステップ7053について詳細に述べ
る。
【０２３２】
　論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームについて、既定日時50493にある
日時の三日前の時点で、ボリューム移動情報（性能）ID「3」に対応する移動日時50513を
監視しているCPU5030は、移動No50512が「2」、移動日時50513が「既定日時-3」となって
いることを読み取り、それに対応する移動先性能特性50514の値 「高」を取得する。
【０２３３】
　CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048を参照し、性能特性50483が「高」、可用性
特性50484が「高」の組み合わせに対応するストレージ装置ID50481の値「1000」、物理記
憶領域ID50482の値「1061」を取得する。
【０２３４】
　そして、CPU5030は、管理I/F5020、管理I/F1020を介して、ハイエンドストレージ装置1
000に、論理ボリュームID「Volume1」の論理ボリュームを、ストレージ装置IDが「1000」
かつ物理記憶領域IDが「1061」の物理記憶領域に移動する要求を送信する。
【０２３５】
　ハイエンドストレージ装置1000のストレージ装置制御部1040が論理ボリュームの移動要
求を受け取ると、CPU1041は、要求をボリューム移動プログラム1044に従って処理する。
【０２３６】
　CPU1041は、メモリ1045内の外部記憶領域フラグテーブル1047と外部論理ボリュームテ
ーブル1048を参照し、論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームが、外部ス
トレージ装置「1100」の論理ボリューム「Volume3」であるという情報を取得する。
【０２３７】
　次にCPU1041は、要求の中にあるストレージ装置IDが「1000」であることを認識し、外
部接続I/F1030、ストレージI/F1110を介して、ミッドレンジストレージ装置1100から論理
ボリューム「Volume3」のデータを取得する。そして、ボリューム移動手段1044は、取得
したデータを物理記憶領域1061のアドレス「0～1023」に書き込む。
【０２３８】
　次に、CPU1041は、外部記憶領域フラグテーブル1047において、論理ボリュームID10471
が「Volume1」である外部記憶領域フラグ10472の値を「0」とする。また、CPU1041は、外
部論理ボリュームテーブル1048から、論理ボリュームID10481の値が「Volume1」である情
報を削除する。また、CPU1041は、論理/物理マッピングテーブル1046に、論理ボリューム
ID10461が「Volume1」、パリティグループID10462が10462、物理記憶領域ID10463が「106
1」、物理記憶領域内アドレス10464が「0～1023」という情報を追加する。
【０２３９】
　＜論理ボリューム「Volume1」の第四回目移動＞
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  次に、図2に示した論理ボリューム移動のうち、移動ステップ7054について詳細に述べ
る。
【０２４０】
　論理ボリュームIDが「Volume1」である論理ボリュームについて、既定日時50493にある
日時の一日後の時点で、ボリューム移動情報（性能）ID「3」に対応する移動日時50513を
監視しているCPU5030は、移動No50512が「3」、移動日時50513が「既定日時+1」となって
いることを読み取り、それに対応する移動先性能特性50514の値「低」を取得する。
【０２４１】
　また同時に、ボリューム移動情報（可用性）ID「3」に対応する移動日時50517を監視し
ているCPU5030は、移動No50516が「4」、移動日時50517が「既定日時+1」となっているこ
とを読み取り、それに対応する移動先性能特性50518の値「低」を取得する。
【０２４２】
　CPU5030は、物理記憶領域特性テーブル5048を参照し、性能特性50483が「低」、可用性
特性50484が「低」の組み合わせに対応するストレージ装置ID50481の値「1100」、物理記
憶領域ID50482の値「1163」を取得する。
【０２４３】
　そして、CPU5030は、同様にして、ハイエンドストレージ装置1000に、論理ボリュームI
D「Volume1」の論理ボリュームを、ストレージ装置IDが「1100」かつ物理記憶領域IDが「
1163」の物理記憶領域に移動する要求を送信する。
【０２４４】
　移動の指示を受け付けたハイエンドストレージ装置1000のCPU1041は、論理ボリューム
の移動を行うようミッドレンジストレージ装置1100に指示する。指示を受け取ったミッド
エンドストレージ装置1100のCPU1141は、論理/物理マッピングテーブル1146に、論理ボリ
ュームID11461が「Volume3」、パリティグループID10462が「1160」、物理記憶領域IDが
「1163」、物理記憶領域内アドレスが「1024～2047」という情報を追加する。
【０２４５】
　また、ハイエンドストレージ装置1000のCPU1041は、外部記憶領域フラグテーブル1047
の論理ボリュームID10471が「Volume1」である外部記憶領域フラグ10472の値を「1」とす
る。そして、外部論理ボリュームテーブル1048に、論理ボリュームID10481が「Volume1」
、ストレージ装置ID10482が「1100」、外部論理ボリュームID10483が「Volume3」という
情報を追加する。また、論理/物理マッピングテーブル1046から、論理ボリュームID10461
が「Volume1」となっている情報を削除する。
【０２４６】
　＜論理ボリューム「Volume2」の移動＞
  論理ボリュームIDが「Volume2」である論理ボリュームにおいても同様に論理ボリュー
ム移動を行う。図19は、Volume2のボリューム移動を説明するための図である。
【０２４７】
　論理ボリューム7100は、ハイエンドストレージ装置1000内において、論理ボリュームID
「Volume2」で特定される論理ボリュームである。図１８の論理ボリューム/データ属性テ
ーブル5055に示されるように、既定日時７／１５のメールログであり、図１６のデータ属
性/推移特性テーブル5054に示されるように、その性能推移特性ID50542は、「1」、その
可用性推移特性ID50543は、「2」と設定されている。
【０２４８】
　すなわち、図１２（Ａ）の性能推移特性テーブル5049のボリューム移動情報ID50494で
示される、図１２（Ｂ）のボリューム移動情報テーブル（性能）5051のボリューム移動情
報（性能）ID50511は「1」である。また、図１４（Ａ）の可用性推移特性テーブル5050の
ボリューム移動情報ID50504で示される、図１４（Ｂ）のボリューム移動情報テーブル（
可用性）5056のボリューム移動情報（可用性）ID50561は「2」である。
【０２４９】
　従って、ボリューム移動情報（性能）ID50511の「1」およびボリューム移動情報（可用
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性）ID50561に従って、論理ボリュームIDが「Volume2」の論理ボリューム7100は、移動さ
れる。
【０２５０】
　論理ボリューム7100は、最初の割り当て時には、性能と可用性が共に高い物理記憶領域
1061に割り当てる。この割り当ては、例えば、利用者等により指示されてもよいし、ある
いは、「Volume1」同様、配置後の最初の判断時に移動することにより、行われてもよい
。
【０２５１】
　その後、論理ボリューム7100は、最初の割り当て時から既定日時「保管終了日」までの
三分の一が経過した時点で、性能が「中」で可用性が「高」の物理記憶領域1071に移動さ
れる(移動ステップ7151)。
【０２５２】
　次に、論理ボリューム7100は、既定日時「保管条件変更」の時点で、性能が「中」で可
用性が「低」の物理記憶領域1073に移動される(移動ステップ7152)。
【０２５３】
　次に、論理ボリューム7100は、最初の割り当て時から既定日時「保管終了日」までの三
分の二が経過した時点で、性能が「低」で可用性も「低」の物理記憶領域1163に移動され
る(移動ステップ7153)。
【０２５４】
　なお、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドエンドストレージ装置1100内におけ
る詳細な移動時の処理は、上記「Volume1」の場合と同様であるため、ここでは省略する
。
【０２５５】
　以上、論理ボリュームの移動において、移動すべきか否かのタイミングは、管理サーバ
5000内に備えられた時計機能を用いて、管理サーバ5000が所定時間ごとに、ボリューム移
動情報テーブル（性能）5051およびボリューム移動情報テーブル（可用性）5056から取得
した移動日時に基づいて具体的な日時を算出し、現在の時刻と比較を行うことにより、移
動すべきタイミングであるか否かを判断する。
【０２５６】
　移動タイミングの監視および判断の方法は、これに限られない。例えば、以下のように
構成することも可能である。
【０２５７】
　管理サーバ5000において、まず、性能特性テーブル5049および可用性特性テーブル5050
を作成した時点で、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051の移動日時50513およびボ
リューム移動情報テーブル（可用性）5056の移動日時50563を用いて、移動すべきタイミ
ングの絶対日時を算出し、図２４に示すような移動予定テーブル5057を生成する。移動予
定テーブル5057は、論理ボリューム毎に、当該論理ボリュームに格納されているデータ属
性と、その作成日と、既定日時と、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051およびボリ
ューム移動情報テーブル（可用性）5056とから算出した移動の絶対日時を格納する移動日
時と、その移動日時に移動する先の物理記憶領域に要求される性能および可用性とを備え
る。
【０２５８】
　管理サーバ5000のCPU5030は、所定の時間ごとに、移動予定テーブル5057の移動日時と
自身の備える時計とを比較することで、移動を行うべきタイミングか否か判断する。
【０２５９】
　また、本実施形態においては、予め用意されたデータ属性ごとの性能および可用性の時
間的推移に従って、最適な記憶領域に、論理ボリューム内のデータをコピーすることによ
り再配置を実現しているが、これに限られない。例えば、上記のバックアップ処理、複製
処理、キャッシュ常駐処理などにより、論理ボリュームが配置されている物理記憶領域自
体の特性を、所望のものに変更するよう構成してもよい。
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【０２６０】
　このように、アプリケーションサーバがストレージ装置に格納しようとするデータは、
その種類に応じて格納先に必要とされる性能および可用性の時間的な変化が予め分かって
いることが多い。本実施形態は、このような格納されるデータの特性を利用し、最適な物
理記憶領域に最適なタイミングで割り当てることを実現している。
【０２６１】
　以上、本実施形態によれば、実際のアクセス頻度をモニタしたり、その結果に基づいて
将来のアクセスを予測したりすることなく、論理ボリュームに格納されているデータの種
類に応じて、予め用意された当該論理ボリュームが必要とする性能および可用性の時間的
推移に従って論理ボリュームを最適な物理記憶領域に、最適なタイミングで割り当てるこ
とができる。
（実施例２）
  次に、本発明の第二の実施形態について説明する。
【０２６２】
　図２０は、本実施形態における、情報処理システムのブロック図である。
【０２６３】
　本図に示すように、本実施形態の情報処理システムは、ハイエンドストレージ装置1000
a、ミッドレンジストレージ装置1100a、ディスクアレイ型バックアップ装置2000a、テー
プライブラリ2100a、スイッチ3000a、アプリケーションサーバ4100、および、NASコント
ローラ5100を備える。
【０２６４】
　ハイエンドストレージ装置1000aおよびミッドレンジストレージ装置1100aは、第一の実
施形態と同様の構成を有し、アプリケーションサーバ4100が使用するデータを格納する記
憶装置である。
【０２６５】
　ディスクアレイ型バックアップ装置2000aおよび前記テープライブラリ2100aは、第一の
実施形態と同様の構成を備え、ハイエンドストレージ装置1000aおよびミッドレンジスト
レージ装置1100aに格納されているデータをバックアップする記憶装置である。
【０２６６】
　NASコントローラ5100は、アプリケーションサーバ4100に対して、ネットワークファイ
ルサービスを提供する計算機である。NASコントローラ5100は、本図に示すように、スイ
ッチ3000を介してハイエンドストレージ装置1000aのストレージI/F1010およびミッドエン
ドストレージ装置1100aのストレージI/F1110に接続するストレージI/F5110と、アプリケ
ーションサーバ4100に接続するネットワークI/F5125と、ハイエンドストレージ装置1000
ａおよびミッドエンドストレージ装置1100aの管理I/F1020とに接続する管理I/F5120とを
備える。
【０２６７】
　NASコントローラ5100は、ハイエンドストレージ装置1000とミッドレンジストレージ装
置1100に格納されているデータのファイルシステムを持っており、そのファイルシステム
を用いて、ネットワークファイルサービスを提供する。NASコントローラ5100の本機能を
用い、本実施形態では、データの移動を、ファイル単位で行う。
【０２６８】
　アプリケーションサーバ4100は、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジス
トレージ装置1100に格納されているデータを用いて、アプリケーションプログラムを実行
する計算機である。アプリケーションサーバ4000は、NASコントローラが提供する、ネッ
トワークファイルサービスを用いて、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジ
ストレージ装置1100に格納されているデータにアクセスする。
【０２６９】
　NASコントローラ5100のメモリには、第一の実施形態における管理サーバ5000のメモリ5
040内と同様の情報を備える。
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【０２７０】
　ただし、本実施形態では、データの移動をファイル単位で行うため、性能推移特性テー
ブル5049のボリューム移動情報ID50494の項目名は、ファイル移動情報IDであり、また、
可用性推移特性テーブル5050のボリューム移動情報ID50504の項目名は、ファイル移動情
報IDである。
【０２７１】
　また、ボリューム移動情報テーブル（性能）5051は、テーブル名がファイル移動情報テ
ーブル（性能）であり、ボリューム移動情報テーブル（可用性）5056は、テーブル名がフ
ァイル移動情報テーブル（可用性）である。さらにボリューム移動情報（性能）ID50511
およびボリューム移動情報（可用性）ID50561の項目名は、それぞれ、ファイル移動情報
（性能）IDおよびフィアル移動情報（可用性）IDである。
【０２７２】
　また、論理ボリューム/データ属性テーブル5055の代わりに、ファイル属性テーブル505
5aを備える。ファイル属性テーブル5055aは、論理ボリューム/データ属性テーブル5055の
論理ボリュームID50551の代わりにファイル名50551aを項目として有し、データ属性50552
aとして、ファイルのデータのデータ属性が保持される。
【０２７３】
　さらに、それに加えてNASコントローラ5100のメモリには、ファイルシステムテーブル5
156が保持される。ファイルシステムテーブル5156の構成の一例を図２３に示す。
【０２７４】
　本図に示すように、本図に示すように、ファイルシステムテーブル5156は、ファイル名
51561と、ストレージ装置ID51562と、物理記憶領域ID51563と、物理記憶領域内アドレス5
1564とを備える。
【０２７５】
　ファイル名51561は、ファイルを特定するための識別子である。ストレージ装置ID51562
は、ファイル名51561で特定されるファイルのデータが配置されるストレージ装置の識別
子である。物理記憶領域ID51563は、ファイル名51561で特定されるファイルのデータが配
置される物理記憶領域IDの識別子である。物理記憶領域内アドレス51564は、ファイル名5
1561で特定されるファイルのデータが、物理記憶領域のどの位置に配置されているかを表
すアドレスである。
【０２７６】
　本ファイルシステムテーブル5156により、NASコントローラ5100は、各ファイルが格納
されているストレージ装置および物理記憶領域を知ることができる。
【０２７７】
　図２１および図２２を用いて、本実施形態の処理の概要を説明する。
【０２７８】
　例えば、ファイル名8040、データ属性8010、当該データ属性を有するファイルの格納先
に要求される性能推移特性8020および可用性推移特性8030が図２１に示す場合を例にあげ
て説明する。これらは、それぞれ第一の実施形態の、データ属性7010、性能推移特性グラ
フ7020、可用性推移特性グラフ7030、論理ボリュームID7040に相当する。
【０２７９】
　図２２は、図２１に示すファイルとそのデータ属性、データ属性が持つ特性に対応し、
ファイルがストレージ装置の物理記憶領域を移動する様子を説明するための図である。な
お、本図において、ファイル8000、移動ステップ8051、移動ステップ8052、移動ステップ
8053、移動ステップ8054は、それぞれ第一の実施形態の、論理ボリューム7000、移動ステ
ップ7051、移動ステップ7052、移動ステップ7053、移動ステップ7054に相当するものであ
る。
【０２８０】
　ただし、第一の実施形態において、ボリューム移動は、ハイエンドストレージ装置1000
のボリューム移動プログラム1044に従って制御されていた。それに対し、本実施形態では
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、NASコントローラ5100がファイル移動手段を有し、ファイル移動は、NASコントローラ51
00のファイル移動手段が制御する。
【０２８１】
　第一の実施形態において、ボリュームの移動を行った際に、CPU1041がボリューム移動
プログラム1044に従って、ハイエンドストレージ装置1000およびミッドレンジストレージ
装置1100内の論理/物理マッピングテーブル1046、1146などを書き換えていた。それに対
し、本実施形態では、ファイル移動を行った際、NASコントローラ5100のファイル移動手
段が、NASコントローラ5100内のファイルシステムテーブル5156を書き換える。
【０２８２】
　また、第一の実施形態において、論理ボリュームを割り当てる際に論理ボリューム割り
当て画面9000を使用していたが、本実施形態においては、ファイルを作成する際に、同様
の「ファイル作成画面」を使用する。「ファイル作成画面」は、論理ボリューム割り当て
画面9000の「論理ボリュームID」という表示を「ファイル名」に、論理ボリュームIDBox9
100をファイル名Boxに置き換えたものである。
【０２８３】
　以上のようにして、NASコントローラ5100は、第一の実施形態における管理サーバ5000
と同様に動作し、ファイル単位で、当該ファイル内のデータが必要とする性能および可用
性の推移に合わせて、ファイルを最適な物理記憶装置に配置するよう管理する。
【０２８４】
　以上、本実施形態によれば、実際のアクセス頻度をモニタしたり、その結果に基づいて
将来のアクセスを予測したりする必要がなく、格納されているデータの種類に応じて、予
め用意された当該データが必要とする性能および可用性の時間的推移に従ってデータをフ
ァイル単位で最適な物理記憶領域に、最適なタイミングで割り当てることができる。
【図面の簡単な説明】
【０２８５】
【図１】図１は、第一の実施形態の処理の概要を説明するための図である。
【図２】図２は、第一の実施形態の論理ボリュームの移動を説明するための図である。
【図３】図３は、第一の実施形態の情報処理システムのブロック図である。
【図４】図４は、第一の実施形態のハイエンドストレージ装置およびミッドレンジストレ
ージ装置の構成図である。
【図５】図５は、第一の実施形態のハイエンドストレージ装置およびミッドエンドストレ
ージ装置のそれぞれのストレージ装置制御部のメモリに存在するテーブルの構成図である
。図５（Ａ）は、論理物理マッピングテーブルの構成図であり、図５（Ｂ）は、外部記憶
領域フラグテーブルの構成図であり、図５（Ｃ）は、外部論理ボリュームテーブルの構成
図であり、図５（Ｄ）は、ミッドエンドストレージ装置の論理物理マッピングテーブルの
構成図である。
【図６】図６は、第一の実施形態のアプリケーションサーバの構成図である。
【図７】図７は、第一の実施形態の管理サーバの構成図である。
【図８】図８は、第一の実施形態のデータバックアップテーブルの構成図である。
【図９】図９は、第一の実施形態の複製テーブルの構成図である。
【図１０】図１０は、第一の実施形態のキャッシュ制御テーブルの構成図である。
【図１１】図１１は、第一の実施形態の物理記憶領域特性テーブルの構成図である。
【図１２】図１２（Ａ）は、第一の実施形態の性能推移特性テーブルの構成図であり、図
１２（Ｂ）は、第一の実施形態のボリューム移動情報テーブル（性能）の構成図である。
【図１３】図１３は、第一の実施形態の性能推移グラフテーブルの構成図である。
【図１４】図１４（Ａ）は、第一の実施形態の可用性推移特性テーブルの構成図であり、
図１４（Ｂ）は、第一の実施形態のボリューム移動情報テーブル（可用性）の構成図であ
る。
【図１５】図１５は、第一の実施形態の可用性推移グラフテーブルの構成図である。
【図１６】図１６は、第一の実施形態のデータ属性/推移特性テーブルの構成図である。
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【図１７】図１７は、第一の実施形態の論理ボリューム割り当て画面の一例を説明するた
めの図である。
【図１８】図１８は、第一の実施形態の論理ボリューム/データ属性テーブルの構成図で
ある。
【図１９】図１９は、第一の実施形態の論理ボリュームの移動を説明するための図である
。
【図２０】図２０は、第二の実施形態の情報処理システムのブロック図である。
【図２１】図２１は、第二の実施形態の処理の概要を説明するための図である。
【図２２】図２１は、第二の実施形態のファイルの移動を説明するための図である。
【図２３】図２３は、第二の実施形態のファイルシステムテーブルの構成図である。
【図２４】図２４は、第一の実施形態の移動予定テーブルの構成図である。
【符号の説明】
【０２８６】
1000…ハイエンドストレージ装置，1010…ストレージI/F，1020…管理I/F，1030…外部接
続I/F，1040…ストレージ装置制御部，1041…CPU，1042…I/O制御プログラム，1043…キ
ャッシュ，1044…ボリューム移動プログラム，1045…メモリ，1046…論理/物理マッピン
グテーブル，1047…外部記憶領域フラグテーブル，1048…外部論理ボリュームテーブル，
1050…ディスクアダプタ，1060…パリティグループ，1061～1063…物理記憶領域，1070…
パリティグループ，1071～1073…物理記憶領域，1100…ミッドレンジストレージ装置，11
10…ストレージI/F，1120…管理I/F，1140…ストレージ装置制御部，1141…CPU，1142…I
/O制御プログラム，1143…キャッシュ，1145…メモリ，1146…論理/物理マッピングテー
ブル，1150…ディスクアダプタ，1160…パリティグループ，1161～1163…物理記憶領域，
2000…ディスクアレイ型バックアップ装置，2010…ストレージI/F，2100…テープライブ
ラリ，2110…ストレージI/F，3000…スイッチ，4000…アプリケーションサーバ，4010…
ストレージI/F，4020…管理I/F，4030…CPU，4040…メモリ，4070…ディスプレイ装置，4
080…入力手段，4100…アプリケーションサーバ，4110…ネットワークI/F，4120…管理I/
F，5000…管理サーバ，5010…ストレージI/F，5020…管理I/F，5030…CPU，5040…メモリ
，5041…ストレージ装置管理サーバプログラム，5042…キャッシュ制御プログラム，5043
…キャッシュ制御テーブル，5044…複製制御プログラム，5045…複製テーブル，5046…デ
ータバックアッププログラム，5047…データバックアップテーブル，5048…物理記憶領域
特性テーブル，5049…性能推移特性テーブル，5050…可用性推移特性テーブル，5051…ボ
リューム移動情報テーブル（性能），5052…性能推移グラフテーブル，5053…可用性推移
グラフテーブル，5054…データ属性/推移特性テーブル，5055…論理ボリューム/データ属
性テーブル，5056…ボリューム移動情報テーブル（可用性），5100…NASコントローラ，5
110…ストレージI/F，5120…管理I/F，5125…ネットワークI/F，7000…論理ボリューム，
7010…データ属性，7020…推移特性グラフ，7030…可用性特性グラフ，7040…論理ボリュ
ームID，7100…論理ボリューム，8000…ファイル，9000…論理ボリューム割り当て画面，
9100…論理ボリュームIDBox，9200…データ属性名Box，9700…OKボタン，10461…論理ボ
リュームID，10462…パリティグループID，10463…物理記憶領域ID，10464…物理記憶領
域内アドレス，10471…論理ボリュームID，10472…外部記憶領域フラグ，10481…論理ボ
リュームID，10482…ストレージ装置ID，10483…外部論理ボリュームID，11461…論理ボ
リュームID，11462…パリティグループID，11463…物理記憶領域ID，11464…物理記憶領
域内アドレス，40401…アプリケーションプログラム，40402…ストレージ装置管理クライ
アントプログラム，50431…ストレージ装置ID，50432…物理記憶領域ID，50451…ストレ
ージ装置ID，50452…物理記憶領域ID，50471…ストレージ装置ID，50472…物理記憶領域I
D，50473…バックアップ装置ID，50474…バックアップ装置特性，50481…ストレージ装置
ID，50482…物理記憶領域ID，50483…性能特性，50484…可用性特性，50491…性能推移特
性ID，50492…既定日時名，50493…既定日時，50494…ボリューム移動情報ID，50495…性
能推移グラフID,50501…可用性推移特性ID，50502…既定日時名，50503…既定日時，5050
4…ボリューム移動情報ID，50505…可用性推移グラフID，50511…ボリューム移動情報（
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性能）ID，50512…移動No，50513…移動日時，50514…移動先性能特性，50561…ボリュー
ム移動情報（可用性）ID，50562…移動No，50563…移動日時，50564…移動先可用性特性
，50521…性能推移グラフID，50522…性能推移グラフ，50531…可用性推移グラフID，505
32…可用性推移グラフ，50541…データ属性名，50542…性能推移特性ID，50543…可用性
推移特性ID，50551…論理ボリュームID，50552…データ属性，51561…ファイル名，51562
…ストレージ装置ID，51563…物理記憶領域ID，51564…物理記憶領域内アドレス
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